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安
倍
暴
走
政
治
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
ま
も
る
防
波
堤
に
！ 

2017 年度予算要望書提出しました！ 
日本共産党 
久喜市委員会 
久喜市議団 

 
 

平
成
２７
年
度
は
３
年
に
一
度

の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
、
６５
歳

以
上
の
方
の
負
担
は
、
基
準
月
額
４

６
７
３
円
と
な
り
月
２
７
７
円
、
年

間
３
３
２
４
円
と
高
齢
者
へ
の
大
き

な
負
担
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
大
き
く
制
度
が
変
わ
り
か
な
り

問
題
で
す
。
以
下
指
摘
し
ま
す
。 

一
、
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
「
要

介
護
３
以
上
に
限
定
」
で
は
入
所

が
狭
め
ら
れ
る
。 

二
、
要
支
援
１
．
２
の
訪
問
・
通
所

サ
ー
ビ
ス
を
介
護
給
付
か
ら
外
し

た
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
へ
切
り
替
え
て
し
ま
え
ば
後
退

に
な
り
か
ね
な
い
。 

三
、
所
得
１
６
０
万
円
以
上
の
層
に

「
利
用
料
２
割
」
を
導
入
６
３
５

人
の
方
に
影
響
が
で
た
。
こ
れ
ま

で
と
同
じ
利
用
で
５
万
円
の
利
用

だ
っ
た
も
の
が
１０
万
円
に
な
る
。 

四
、
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
２
２

７
人
。
介
護
報
酬
引
き
下
げ
で
職

員
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
以
上
の
制
度
後
退
は
、
死
活

問
題
で
許
さ
れ
な
い
。 

                             

〔Ⅰ

〕
憲
法
を
生
か
し
た
市
民
の
暮
ら

し
と
権
利
を
守
る
「
ル
ー
ル
あ
る
経

済
社
会
」
を
め
ざ
す
こ
と 

◆
市
発
注
の
契
約
で
は
、
孫
請
け
の
業

者
ま
で
、
最
低
賃
金
や
労
働
条
件
な

ど
、
市
が
調
査
を
し
、
ル
ー
ル
あ
る

働
き
方
を
保
障
す
る
こ
と
。 

 

〔Ⅱ

〕 

医
療
、
福
祉
の
充
実
を
は
か

り
、
市
民
生
活
を
守
る
こ
と 

◆
済
生
会
栗
橋
病
院
の
加
須
市
へ
の 

移
転
は
、
白
紙
撤
回
を
さ
せ
、
現
地

存
続
を
め
ざ
す
こ
と
。 

◆
新
久
喜
総
合
病
院
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
に
、
助
言
、
支
援
を
行
な
う
こ
と
。 

◆
要
支
援
者
や
要
介
護
１
，
２
の
「
軽

度
者
」
を
介
護
保
険
制
度
か
ら
切
り

捨
て
さ
せ
な
い
よ
う
な
努
力
を
。 

〔Ⅲ

〕
生
活
環
境
を
整
備
し
、
安
全
・

安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く

り
を
す
す
め
る
こ
と 

◆
Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
、
栗
橋
駅
の
早
朝
無

人
化
は
反
対
し
、
有
人
化
を
求
め
よ 

〔Ⅳ

〕
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
向

上
を
は
か
る
た
め
に 

◆
小
中
学
校
の
「
統
廃
合
」
は
、
合
意

形
成
の
な
い
無
理
な
進
め
方
は
し

な
い
こ
と
。
若
い
世
代
や
、
子
ど
も

を
増
や
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ
こ
と
。 

◆
学
校
給
食
は
、
自
校
方
式
を
計
画
的

に
拡
大
す
る
こ
と
。
菖
蒲
の
セ
ン
タ

ー
は
廃
止
せ
ず
継
続
使
用
す
る
こ

と
。 

 

 

１１
月
４
日
、
日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
は
、

党
市
委
員
会
の
市
政
対
策
部
の
メ
ン
バ
ー
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
要
望
を

取
り
ま
と
め
、
田
中
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

 
 

福
祉
を
後
退
さ
せ
、
国
民
負
担
増
を
押
し
付

け
る
安
倍
政
権
の
暴
走
が
続
く
中
、
久
喜
市
は

こ
う
し
た
国
の
荒
波
か
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
を

ま
も
る
「
防
波
堤
」
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
田
中
市
長
か
ら
は
、
要
望
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
検
討
す
る
と
の
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

〔Ⅴ

〕
市
内
商
工
業
と
農
業
の
営
業
を

守
り
振
興
を
は
か
る
た
め
に 

◆
商
工
業
や
農
業
に
つ
い
て
は
、
振
興

に
向
け
て
、
抜
本
的
な
施
策
や
、
支

援
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

〔Ⅵ

〕 

地
方
政
治
の
充
実
と
地
方
財

政
の
確
立
を 

◆
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
菖
蒲
の
一
か
所

に
統
合
す
る
計
画
は
、
収
集
業
務
の

上
で
さ
ま
ざ
ま
問
題
が
あ
る
。
ご
み

の
焼
却
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の

計
画
を
立
て
る
こ
と
。 

〔Ⅶ

〕 

地
域
の
居
住
環
境
か
ら
地
球

環
境
ま
で
を
守
る
た
め
に 

〔Ⅷ

〕
平
和
を
守
る
た
め
に 

◆
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
や
、
高
江

村
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
強
行
に
、
各
自

治
体
と
と
も
に
反
対
を
す
る
こ
と
。 

〔Ⅸ

〕
東
日
本
大
震
災
の
対
策
と
支
援

を
つ
よ
め
る
た
め
に 

【
南
栗
橋
地
域
の
液
状
化
被
害
対
策
】

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

◆
液
状
化
対
策
事
業
の
事
前
調
査
結

果
を
住
民
に
届
け
、
ま
た
、
他
の
情

報
も
す
べ
て
届
け
る
こ
と 

[Ⅹ
] 

理
科
大
撤
退
後
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
な
に
よ
り
も
市
民
合
意
と
環
境

を
大
切
に
し
て
す
す
め
る
こ
と 

◆
跡
地
に
大
型
の
物
流
施
設
建
設
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
環
境

が
大
き
く
悪
化
す
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。
環
境
へ
の
影
響
評
価

を
す
る
こ
と
。 

◆
地
区
計
画
は
、
ま
ず
、
地
元
住
民
と

の
協
議
を
優
先
す
る
こ
と
。 

◆
完
成
後
の
各
施
設
に
は
、
全
市
か
ら

デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

介
護
保
険
決
算 

 
 

問
題
点
を
指
摘 

主
な
要
望
項
目 

 

市
に
１
９
８
項
目
、
国
・
県
に
６
０
項
目 田中市長に市民からの要望書を手渡す久喜市委員会、議員団 

https://pixta.jp/illustration/21252670


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認
知
症
対
策
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
館
事
業
、
５
市
の
事
業
か
ら
精
力
的
に
学
ぶ 

 

政務活動費で視察しました。市政に反映を！ 
高
崎
ま
ち
な
か 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル 

「
高 た

か

チ
ャ
リ
」
を
視
察 

こ
の
事
業
の
目
的
は
①
中
心

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
②
中

心
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
③

C
O

2

の
削
減
④
放
置
自
転
車
減

少
と
自
転
車
マ
ナ
ー
の
向
上
で

す
。 市

内
中
心
市
街
地
に
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
貸
出
拠

点
１６
箇
所
を
設
置
し
、
無
料
で

自
由
に
誰
で
も
借
り
ら
れ
、（
１

５
０
台
）
ポ
ー
ト
の
ど
こ
で
も

返
却
で
き
る
も
の
で
す
。 

実
際
に
乗
っ
て
み
ま
し
た
。

一
旦
１
０
０
円
を
キ
ー
ボ
ッ
ク

ス
に
入
れ(

ス
ー
パ
ー
で
カ
ー
ト

を
借
り
る
要
領)

市
内
を
走
り
、

広
い
歩
道
な
ど
の
公
共
用
地
に

隣
接
し
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

「
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
」
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
は
物
作
り
の
職
人
、
市
内
の

大
学
生
も
サ
ポ
ー
ト
し
、
自
転

車
の
購
入
費
約
３
万
円
は
企
業

か
ら
の
広
告
収
入
で
賄
え
て
い

ま
す
。
街
ぐ
る
み
の
事
業
で
素

敵
な
取
り
組
み
で
す
。 

               

３
６
５
日
３
食
利
用
可
能
な

配
食
サ
ー
ビ
ス 

 

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
久
喜
市 

で
も
一
人
暮
ら
し
で
６５
歳
以

上
、
日
常
的
に
調
理
が
困
難
な

方
に
１
食
３
０
０
円
で
、
月
～

土
曜
日
、
安
否
確
認
も
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 
高
崎
市
は
、
朝
食
（
２
０
０ 

円
）
昼
・
夕
食
（
３
５
０
円
） 

で
３
食
を
３
６
５
日
提
供
し
、

事
業
者
も
選
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
利
用
す
る
に
は
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
、

利
用
者
、
ケ
ア
マ
ネ
、
ヘ
ル
パ

ー
、
家
族
、
事
業
者
で
個
別
ケ

ア
会
議
を
持
ち
、
必
要
な
人
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
届
く
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
安
否
確
認

の
為
手
渡
し
で
す
。
久
喜
市
も

高
崎
市
の
先
進
部
分
を
加
え
、

必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
届
く
よ
う
改
善
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

                    

越
谷
の
児
童
館
コ
ス
モ
ス 

児
童
に
健
全
な
遊
び
や
各
種

事
業
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
増
進
し
、
情
緒
を
豊
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

１
階
は
「
遊
び
と
創
造
の
階
」

２
階
は
「
天
文
・
宇
宙
の
階
」

で
、
宇
宙
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
そ

そ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
３
階

は
「
科
学
体
験
の
階
」
で
、
屋

上
で
の
天
体
観
望
会
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
入
館
者
は
平
成
２３

年
度
が
９
万
９
千
人
だ
っ
た
の

が
、
平
成
27
年
度
は
12
万
２
千

人
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。 

春
日
部
の
児
童
館 

エ
ン
ゼ
ル
・
ド
ー
ム 

春
日
部
市
出
身
の
「
ク
レ
ヨ

ン
し
ん
ち
ゃ
ん
一
家
」
が
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

１
階
に
は
プ
レ
イ
ル
ー
ム

や
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
誰

で
も
無
料
で
使
え
る
調
理
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
子
ど

も
た
ち
を
夢
中
に
さ
せ
る
の
は

屋
外
の
遊
具
で
、
ロ
ー
ラ
ー
す

べ
り
台
や
夏
に
は
大
好
き
な
水

遊
び
が
で
き
る
ひ
ょ
う
た
ん

池
、
水
中
に
向
か
っ
て
の
滑
り

台
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が

あ
り
ま
す
。 

 
 

 

 

 

 

久
喜
市
児
童
館
の
あ
り
か
た
は 

児
童
館
は
、
保
護
者
と
子
ど

も
た
ち
が
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
児
童
館
は
、
色
々
な

物
に
接
し
、
多
く
の
友
達
と
関

わ
り
あ
い
な
が
ら
成
長
し
て

い
く
場
所
で
す
。 

久
喜
市
も
こ
れ
か
ら
設
置

予
定
の
児
童
館
を
含
め
て
、
お

母
さ
ん
の
願
い
や
、
子
ど
も
た

ち
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
「
成

長
の
糧
と
な
る
児
童
館
」
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

認
知
症
の
早
期
発
見 

草
加
市
で
は
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
、
無
料
の

「
認
知
症
検
診
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
草
加
市
と
八
潮

市
に
あ
る
指
定
医
療
機
関
で

「
脳
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク

表
」
に
記
入
し
、
そ
の
後
医

師
か
ら
診
療
を
受
け
ま
す
。 

内
容
は
「
最
近
、
家
族
か

ら
物
忘
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
た
か
」
と
か
「
野
菜
の
名

前
を
１０
個
挙
げ
ら
れ
ま
す

か
」
な
ど
で
す
。 

 

こ
う
し
た
簡
単
な
チ
ェ
ッ

ク
で
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

家
族
に
対
し
て
も
認
知
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
提
供

し
よ
う
と
い
う
努
力
が
見
ら

れ
ま
す
。 

同
時
に
、
草
加
市
の
地
元

医
師
会
が
健
診
を
リ
ー
ド
し 

              

草加市で座学を受ける議員団です 

 

 

高
崎
市 

普
段
か
ら
の
見
守
り
や
、
検

診
か
ら
治
療
ま
で
の
各
段
階

で
積
極
的
な
リ
ー
ド
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 

 

草
加
市
の
児
童
館 

 

ゼ
ロ
歳
か
ら
の
「
ピ
ヨ
ピ

ヨ
広
場
」
あ
ん
よ
が
で
き
る

「
よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
」
か
ら

２
・
３
才
の
「
幼
児
の
広
場
」

の
現
場
を
見
学
。
大
勢
の
若

い
親
子
が
交
流
し
て
い
ま
し

た
。 

 

午
後
は
。
併
設
す
る
学
童

の
子
供
た
ち
で
園
庭
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
そ
う
で
す
。 

近
く
の
農
園
で
「
さ
つ
ま

芋
の
収
穫
体
験
」
の
企
画
も
。

書
き
き
れ
な
い
の
が
残
念
で

す
が
、
館
長
、
職
員
さ
ん
が

予
算
の
少
な
い
中
で
、
猛
奮

闘
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。 

                       

草
加
市 

越
谷
市
、
春
日
部
市
、
白
岡
市 

児童館にプラネタリウムが！ 

 

エンゼルドームのしんちゃん 

高チャリに乗る渡辺議員 

  草加市内の児童館で 


